今日は高松北ロータリークラブメンバー7名と奥さん2名の合計9名で例会に参加させていただきました。

　私たちのクラブは、讃岐うどんで有名な香川県高松市にあります。高松市は人口42万人で７つのRCがあります。（香川分区では18RC）

我クラブの今年度の方針は、「香川分区ナンバー１のロータリークラブになろう！」です。会員数が81名になり香川分区では、人数は1番になりました、クラブの活動内容も1番になろうと頑張っています。その施策として、幹事を始め、4名の女性委員長にパワーを発揮してもらいクラブの活性化を図っています。例会ごとにテーマを設けて座席を設定し、いつも違うメンバーと話しができる例会にしています。会報のIT化、またホームページの充実をしています。「高松北ロータリークラブ」で検索をしてご覧いただければ我クラブをご理解いただけると思います。

さて、今回の訪問は、日里会員とのご縁で、貴クラブが今年50周年を迎えるとお聞きし、当クラブも30周年になるため、何か一緒に活動が出来ないかと思い、考えたのが子ども達のホームステイです。

『富良野には雪があるが海はない』

『高松には海はあるが、雪がない』。

富良野の子どもたちに瀬戸内海で思いっきり泳いでもらい、香川の自然や文化にも触れてもらいたい。また、高松の子どもたちに全国ブランドの「ふらのの自然」を見せてあげたい、自然を通していろいろな経験（スキー体験など）をさせてあげたいと思っております。　

子どもたちのホームステイを通して良い交流を図ることが出来ないかと昨日、渡部会長に相談をさせていただきました。富良野RCの皆さんにご理解いただき、50周年記念事業の１つに加えていただけないかとの思いを持って高松から参りました。是非、ご協力の程よろしくお願いいたします。

